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た、「やせ」の体重増加は、将来サルコペニア肥満を

招き、インスリン抵抗性と関連する代謝異常９）や高

齢期のADL低下10）の原因となる可能性もある。

　本研究では、地方における管理栄養士養成課程の女

子大学生を対象に、食事摂取と体型について調査し、

その結果から自身の食生活や生活習慣を振り返り、改

善に役立てるとともに栄養教育の一助となることを目

的とする。

２．方法

　対象者と調査期間　対象者は、岡山県北部に位置す

るT市M大学、管理栄養士養成課程に通学する３年生

女子、75名（20～21歳）、調査は2020年7月で、身体測

定、食事調査は同時に行った。

　身体測定　身長は身長計を用い、体重、BMI、骨

格筋量、体脂肪率など体組成はInbody430（株式会社

インボディ・ジャパン）を用いた11）。

　 食 事 調 査　 エ ネ ル ギ ー 及 び 栄 養 素 摂 取 状 況 の

評 価 に つ い て、 簡 易 型 自 記 式 食 事 歴 法 質 問 票

（BDHQ：brief-type-self-administered diet history 

questionnaire）を用いた12）13）。

　用語の定義　体型についての用語定義を次のように

示す。体脂肪率の数値に明確な定義はないが、女性は

体脂肪率30％以上を「高い」とすることが多い。本研

究では、BMI25以上を「肥満」、18.5～24.9を「ふつう」、

１．はじめに

　女子大学生の生活・食生活については、栄養調査及

び生活・食生活調査から、不適切な栄養摂取や不規則

な生活リズムなど、種々の問題点が指摘されてきた

１）。とりわけ女子大学生をはじめとする若年女性にお

いて、強いやせ願望を有することが多くの先行研究

により報告されている２）。平成30年国民健康・栄養の

現状３）からも20歳代女性における「やせ」の割合は

19.8％で、この割合は平成20年頃から20％前後で推移

しており、若年女性の強いやせ願望は現代の継続した

問題として捉えることができる。

　一方、BMIは正常範囲でありながら体脂肪率が高

い正常体重肥満者、いわゆる「隠れ肥満」の存在も注

目されている４）。女子大学生をはじめとする若年成人

女性においては、「隠れ肥満」や「隠れ肥満傾向」に

ある者の割合は３～５割と高率で存在することが報

告されており５）、「隠れ肥満」の身体特性として体格

に比して体脂肪率が高く、筋量の目安となる除脂肪量

が少ないことが特徴とされる６）。この「隠れ肥満」の

身体的特徴である除脂肪量の減少に対し、やせ願望や

過度のダイエット行動は食行動異常傾向のリスクとな

ることから７）「かくれ肥満」の形成に食行動異常傾向

が影響している可能性があると考えられている８）。ま

　キーワード：女子大学生、BMI、2020COVID19、BDHQ、隠れ肥満

†責任者
１）美作大学生活科学部食物学科
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収集したデータは研究以外の目的には使用しないこ

と、データは統計的に処理するため個人は特定されな

いこと、調査への参加は自由であり、途中で中止して

も何ら不利益は生じないことについて、文章および口

頭にて説明し、対象者から文書にて同意を得た。なお、

本研究は美作大学研究倫理審査委員会の承認を得て実

施した（受付番号:2020-12）。

３．結果

　対象者の身体特性　全対象者の平均年齢、身長、体

重、BMIは、それぞれ20.4±0.48歳、156.5±4.37㎝、

53.6±8.56㎏、21.8±2.95であった。BMIによる体型

分類は「やせ」と「肥満」が12％（各n=９）それぞ

れ17.5±0.71、27.6±1.87で、「ふつう」は76％（n=57）

で21.6±1.58であった。BMIの３群間にはそれぞれ有

意な差があった（表１）。体脂肪率は、「やせ」、「ふ

つう」、「肥満」それぞれ23.5±3.4％、29.3±4.6％、

39.3±4.7％で、BMIに比例し有意に高くなっている

（p=0.000）。基礎代謝量および骨格筋量、四肢筋肉量

合計は、「ふつう」・「肥満」より「やせ」が有意に低

18.5未満を「やせ」とし、体脂肪率は先行研究14）に従

い、30％以上を「高い」、25～29.9％を「やや高い」、

20～24.9％を「適正」、20％未満を「低い」として以

下のように定義する。

・肥満：BMI判定「肥満」で体脂肪率が「高い」

（30％以上）。

・隠れ肥満：BMI判定「ふつう」または「やせ」

で体脂肪率が「高い」（30％以上）。

・隠れ肥満傾向：BMI判定「ふつう」または「や

せ」で体脂肪率が「やや高い」（25～29.9％）。

・標準体型：BMI判定「ふつう」で体脂肪率が「適

正」（20～24.9％）。

・やせ：BMI判定が「やせ」で体脂肪率が「適正」

または「低い」（20％未満）。

　 統 計 処 理　 統 計 解 析 ソ フ ト は、IBM SPSS 

Statistics Ver 22を 使 用 し た。 平 均 値 の 差 の 検 定

は分散分析、その後の多重比較では等分散性有は

tukeyHSD、 等 分 散 性 無 し はGames-Howellを 用 い

た。頻度（割合）の検定はχ2検定を用いた。

　倫理的配慮　対象者に調査の目的および調査方法、

BMI
(18.5未満）

BMI
（18.5～24.9）

BMI
（25以上）

F値2） P3） 多重比較検定やせ
（ｎ＝９）

ふつう
（ｎ＝57）

肥満
（ｎ＝９）

Mean±SD1） Mean±SD Mean±SD

BMI 17.5±0.71 21.6±1.58 27.6±1.87 99.400 0.000 やせ＜ふつう＜肥満

体脂肪率 [％] 23.5±3.4 29.3±4.6 39.3±4.7 29.120 0.000 やせ＜ふつう＜肥満

基礎代謝量 [kcal] 1064±42 1177±75 1266±97 16.171 0.000 やせ＜ふつう・肥満

骨格筋量 [kg] 17.0±1.1 20.1±2.1 22.6±2.7 16.544 0.000 やせ＜ふつう・肥満

体脂肪量 [kg] 9.9±1.7 15.7±3.6 27.0±4.5 54.961 0.000 やせ＜ふつう＜肥満

四肢筋肉合計 [kg] 12.3±0.9 14.8±1.7 16.8±2.0 16.274 0.000 やせ＜ふつう・肥満

四肢脂肪量合計 [kg] 4.8±0.7 7.2±1.6 12.5±2.6 47.258 0.000 やせ＜ふつう＜肥満

隠れ肥満傾向4） 人（％） 4（44.4） 22（38.6） － 0.000

隠れ肥満 人（％） － 24（42.1） － －

１）平均値±標準偏差

２）隠れ肥満傾向及び隠れ肥満はχ2検定。

３）p＜0.01 一般線型モデルtukeyの多重比較による検定、ただし基礎代謝量、骨格筋量、四肢脂肪量合計は

Games-Howellによる検定。

４）隠れ肥満傾向肥満以外で体脂肪率25～29.9％。

表１．対象者の身体特性
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BMI(18.5未満） BMI（18.5～24.9） BMI（30以上）

P2）やせ（ｎ＝９） ふつう（ｎ＝57） 肥満（ｎ＝９）

Mean±SD1） Mean±SD Mean±SD

（栄養量）

エネルギー [kcal] 1332±537 1284±374 1264±249 0.92

たんぱく質 [g] 45.3±18.8 48.3±25.0 44.0±17.8 0.84

脂質 [g] 36.3±14.2 43.5±10.0 36.2±7.5 0.04

炭水化物 [g] 183.3±41.2 168.1±27.8 184.4±20.2 0.13

ナトリウム [mg] 173±779 66±825 122±743 0.92

カリウム [mg] 1194±217 1166±247 1196±313 0.91

カルシウム [mg] 339±193 387±158 361±168 0.67

鉄 [mg] 5.4±1.7 5.1±1.5 4.8±2.1 0.79

レチノール当量 [μg] 377±203 456±188 352±242 0.22

ビタミンD [μg] 6.9±4.9 7.4±6.0 6.0±2.6 0.79

ビタミンB1 [mg] 0.47±0.15 0.53±0.11 0.50±0.16 0.32

ビタミンB2 [mg] 0.92±0.36 0.88±0.27 0.86±0.34 0.91

ビタミンB6 [mg] 0.72±0.21 0.82±0.23 0.79±0.29 0.53

ビタミンB12 [mg] 4.0±2.2 4.5±2.3 3.8±1.4 0.64

葉酸 [μg] 227±90 219±98 214±148 0.96

ビタミンC [mg] 65±26 71±35 71±56 0.89

飽和脂肪酸 [g] 9.92±4.10 12.70±3.60 10.52±2.41 0.03

多価不飽和脂肪酸 [g] 9.00±3.13 10.26±2.75 8.42±2.35 0.11

食物繊維 [g] 7.6±2.7 8.2±2.6 7.6±3.8 0.70

食塩相当量 [g] 6.3±1.6 6.9±1.5 6.8±2.1 0.63

ショ糖 [g] 4.2±4.2 6.1±4.8 5.1±2.2 0.47

アルコール [g] 1.9±2.3 1.4±2.1 1.3±2.2 0.78

（食品群）

穀類 [g] 380.4±151.6 306.7±116.4 367.1±109.8 0.12

いも類 [g] 26.2±29.4 25.2±22.8 29.1±28.4 0.90

砂糖類 [g] 1.4±1.3 2.0±1.6 3.2±2.2 0.05

豆類 [g] 47.6±26.5 45.2±34.4 39.3±27.2 0.85

緑黄色野菜 [g] 74.9±69.2 87.2±51.5 58.8±65.3 0.33

その他の野菜 [g] 69.4±41.6 110.5±68.1 114.5±95.1 0.24

果実類 [g] 48.3±47.3 57.2±43.0 49.3±34.6 0.76

嗜好飲料４） [g] 297.9±233.2 192.9±203.4 378.8±355.3 0.05

魚介類 [g] 32.5±17.5 41.1±28.1 30.4±20.4 0.40

肉類 [g] 44.9±22.9 59.1±25.7 60.4±17.3 0.26

卵類 [g] 39.3±27.2 31.0±21.4 32.7±17.9 0.57

乳類 [g] 95.3±84.1 128.4±89.9 124.8±74.8 0.57

油脂類 [g] 6.7±2.5 9.3±3.7 7.7±4.5 0.10

菓子類 [g] 20.6±13.5 26.3±26.0 19.1±12.0 0.60

飲料類４） [g] 295.7±244.5 193.1±202.0 379.9±349.1 0.05

１）残渣法

２）平均値±標準偏差

３）p ＜0.05 分散分析

４）嗜好飲料類：緑茶、紅茶、ウーロン茶、コーヒー、コーラ、100％ジュース、日本酒、ビール、焼酎、ウイスキー、

ワイン

　　飲料類：コーヒー（ミルク入り）、お茶、ココアなど

表２．BMI別栄養摂取量および食事摂取との比較（エネルギー調整値）１）
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骨格筋量
P

体脂肪量
P

調整値１）ｒ値 調整値１）ｒ値

エネルギー及び栄養素

エネルギー 0.120 0.303 -0.044 0.706

たんぱく質（g） 0.248 0.031 0.009 0.936

脂質（g） 0.187 0.107 -0.116 0.323

炭水化物（g） -0.169 0.146 0.098 0.401

ナトリウム（mg） -0.175 0.132 0.027 0.815

カリウム（mg） -0.338 0.003 0.007 0.954

カルシウム（mg） 0.305 0.008 0.058 0.623

鉄（mg） 0.201 0.084 -0.066 0.575

レチノール当量（μg） 0.206 0.077 -0.121 0.300

ビタミンD（μg） 0.091 0.435 0.020 0.861

ビタミンB1（mg） 0.257 0.026 0.022 0.854

ビタミンB2（mg） 0.269 0.020 0.024 0.840

ビタミンB6（mg） 0.338 0.003 0.061 0.605

ビタミンB12（mg） 0.178 0.127 0.014 0.908

葉酸（μg） 0.243 0.035 -0.021 0.857

ビタミンC（mg） 0.329 0.004 0.069 0.558

飽和脂肪酸（g） 0.161 0.167 -0.047 0.692

多価不飽和脂肪酸（g） 0.188 0.106 -0.136 0.245

食物繊維（g） 0.293 0.011 -0.051 0.662

ショ糖（g） 0.063 0.580 -0.098 0.405

アルコール（g） -0.059 0.613 -0.117 0.317

＜食品群＞

穀類 -0.256 0.027 0.072 0.540

いも類 0.203 0.080 0.107 0.360

豆類 0.218 0.060 -0.010 0.931

緑黄色野菜 0.193 0.097 -0.181 0.119

その他の野菜 0.266 0.021 0.087 0.456

果実類 0.227 0.050 0.012 0.917

魚介類 0.104 0.374 0.007 0.952

肉類 0.100 0.393 0.071 0.547

卵類 -0.018 0.876 -0.025 0.831

乳類 0.261 0.024 0.137 0.240

油脂類 0.167 0.151 0.010 0.934

菓子類 0.010 0.934 -0.119 0.308

嗜好飲料類 0.209 0.071 0.123 0.294

１）残差法

表３．骨格筋量及び体脂肪量と食事摂取状況との相関
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る。しかし、エネルギー産生栄養素バランスで評価す

ると、「やせ」「ふつう」「肥満」それぞれ、たんぱく

質エネルギー比は13.6％、15.0％、13.9％。脂質エネ

ルギー比は24.5％、30.5％、25.8％。炭水化物エネルギー

比55.0％、52.4％、58.4％で（表には示していない）、

いずれの群も概ね日本人の食事摂取基準（2020年版）

15）の目標量範囲内であり（たんぱく質エネルギー比

13～20％、脂質エネルギー比20～30％、炭水化物エネ

ルギー比50～65％）、これは、エネルギー摂取量は低

いが、バランスの取れた食べ方をしているとも言える。

　２の隠れ肥満傾向、隠れ肥満の割合は、「やせ」「ふ

つう」合わせた66名の内75％（n=50）で、高橋ら５）

の報告による３～５割よりはるかに高い割合であっ

た。林らの６）報告に拠る、隠れ肥満の特徴である体

脂肪率が高く、徐脂肪量が低い点について、本研究で

用いたInbody430から得た骨格筋量と体脂肪量からそ

れぞれの割合を求め、バランスを見たところ骨格筋量

の割合より体脂肪量の割合の多かった学生は５名で隠

れ肥満者22名の内20.8％であった（表には示していな

い）。隠れ肥満、隠れ肥満傾向の割合が高い事は、将

来のサルコペニア肥満等への影響も危惧されるが、こ

こでは、林らの６）隠れ肥満の特徴に該当する５名に

ついてさらに注意が必要と考える。

　１のエネルギー摂取量が低い事と２の隠れ肥満及び

隠れ肥満傾向が多い事について食事との関連を検討す

るため、骨格筋量と体脂肪量それぞれ、栄養摂取量及

び食品摂取量との相関を見た結果、いずれも相関係数

（r）は0.243～0.338と弱い相関だが、骨格筋量との

間に栄養素では、たんぱく質、カルシウムの骨格筋に

関連した栄養素、ビタミンB1、B2の炭水化物及び脂質

代謝に関与する栄養素、ビタミンB6のたんぱく質の補

酵素となる栄養素などいずれも骨格筋量を増やす栄養

素との関連がみられた。その他、葉酸、ビタミンC、

食物繊維などとも有意な正の相関を示した。栄養素と

関連して食品群では、乳類（カルシウムとの関連）、

その他の野菜（ビタミンC、食物繊維との関連）に有

意な正の相関が見られた。食物繊維、その他の野菜は

便秘予防の点で代謝に貢献し骨格筋量への影響をした

い値であった（p=0.000）。

　体脂肪量および四肢脂肪量合計は、BMIに比例し

３群間に有意な差があった（p=0.000）。「やせ」「ふつ

う」における、隠れ肥満傾向および隠れ肥満は75.8％

（n=50）で、「やせ」「ふつう」それぞれ44.4％（n=４）、

80.7％（n=46）、であった。

　BMI別栄養摂取量および食事摂取との比較（エネル

ギー調整値）　３群間の分散分析を行った結果、脂質

および飽和脂肪酸において群間内に有意な差があった

（p=0.04）（p=0.03）。

　その他の栄養素及び食品群では、有意な差はなかっ

た。

　統計的に有意差はなかったが、食品群において、砂

糖類、嗜好飲料、飲料類が「肥満」に高い傾向がみら

れた。

　骨格筋量および体脂肪量と食事摂取状況との相関　

骨格筋量との相関において、たんぱく質、カリウム、

カルシウム、ビタミンB1、ビタミンB2、ビタミンB6、

葉酸、ビタミンC、食物繊維に有意な相関があった

（p=0.003～0.035）。食品群では穀類、その他の野菜、

乳類に有意な相関があった（p=0.021～0.027）。体脂

肪量において、栄養摂取量および食品摂取量ともに有

意な相関はなかった。

４．考察

　本研究は身体測定、食事調査の２つによる単純デー

タで行ったため、結果の要因について検討はできな

かったが、以下２点の問題が挙げられた。

１．エネルギー摂取量が低い。

２．隠れ肥満傾向および隠れ肥満が多い。

　１においては、「やせ」「ふつう」「肥満」の摂取エ

ネルギー量は1264～1332kcalで、日本人の食事摂取基

準（2020年版）（18～29歳女性、身体活動レベルⅠ）

に拠る推定エネルギー必要量1700kcal15）と比較する

と、約400kcal前後の不足が見られる。これは、ご飯

約１杯半量に値するといえる。食事摂取頻度の結果か

ら穀類を見ると306.7g～380.4gで、これはご飯約1.5

～２杯分に該当し、主食１食分少ない事が推測され
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取と体組成の調査を行い、体型と食事との関連を見て

きたが、筋肉量において、骨格筋に関する栄養素の

他、代謝に関与する栄養素等についても有意な相関を

得た。体脂肪量と栄養摂取量、食品摂取量との間に有

意な関連は得られなかった。今回使用した食事摂取調

査票BDHQは、DHQの簡易版で１回あたりに食べる

量が示されていない16）。その点ではDHQを用いた場

合の比較などさらに先行文献から研究方法を検討する

必要もあると考える。

　今回の結果より、体脂肪率の高さをフィードバック

し、その改善を図ることは今後の健康管理に対し有用

な事と考える。

　研究の限界として、生活、食生活調査を行っていな

いため、地域性などの影響や、結果に対する要因につ

いては検討ができなかった。今後の課題として、生活、

運動などの調査も加え検討していく。また、今回は食

事調査としてBDHQを使用したが、より正確な調査

を行うために、ゴールドスタンダードである秤量法を

用いることや体脂肪量については、季節による差が生

じる可能性も考えられるため、年間の調査回数を検討

する。
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